
　　　　

2024 年 9 月 1 日

10 時 0 分から 19 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係・社会性

法人（事業所）理念
障害児の意向・障害児の特性・障害の特性・その他の事情を踏まえた個別支援計画書を作成し、これに基づき障害児に対して通所支援を提供するとともにその効果について継続的な評価を
実施することとその他の措置を講ずることにより障害児に対して適切かつ効果的に指定放課後等デイサービスを提供する。
また、障害児の意思及び人格を尊重して、常に当該障害児の立場に立った放課後等デイサービスの提供に努める。

事業所名 キッズタウンかじやま 作成日支援プログラム（参考様式）

・曜日や時間、お金の概念を習得する
・全体指示や情報を得て行動ができる
・こだわりへの対応

・状況に合った挨拶や感謝の言葉を習慣にする
・集団生活の中から語彙力を増やす
・言語の受容と表出を伸ばす
・言葉と意味を結びつける
・コミュニケーション手段の選択と活用（身ぶり、手ぶり、文字盤等）

・情緒の安定を優先に考える
・仲間作りと集団への参加
・健常児との関わりの中で自分を理解し、他者を理解する
・遊びを通して社会性の発達（ルール、マナー）
・たくさんの外出、地域活動

支援方針
・ひとりひとりが安心して楽しめる居場所作りを行う
・小人数でのチーム療育を行い、個々に合わせた課題や支援を行う
・複数の部屋を使ってクールダウンや集中しやすい空間作りを目指している

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等
・季節の行事(お正月、節分、ひな祭り、夏祭り、ハロウィン、クリスマス会など)、季節の制作活動
・夏休み中のプール活動、おやつ作り、お買い物学習、施設見学
・避難訓練(大きな地震を想定)、交通安全指導、不審者対応指導

（別添資料１）

家族支援 ・定期面談時や送迎先でお子さまの困り事や悩みを聞いて助言を行う 移行支援
・必要に応じて担任の先生と課題や支援方針について情報共有している
・校内見学にて学校での様子を見て今後の課題などを見つける
・卒業後に必要なスキルを本人の課題として取り組む

地域支援・地域連携
・相談支援事業所と密な情報共有
・学校との情報共有
・他放デイ事業所との連携や情報共有

職員の質の向上

・年7回以上の内部研修を行い様々な知識を深め支援方法の話し合いをしている
・日々のミーティングにてお子さまの情報を共有し、常に今の状態に合わせた支
援が行えるようスタッフ間で報連相を行っている
・各種研修への参加

支　援　内　容

・健康状態の維持、改善
・生活習慣や生活リズムを整える（排泄、食事、睡眠）
・定期的な心身の把握（観察、検温）
・たくさん動いてストレスを発散する

・道具を上手に使う（工作、個人課題）
・土や水に触れたり、日光を浴びる（公園、お散歩、プール）
・感覚過敏などの偏りを緩やかにする
・姿勢の維持と日常動作をスムーズにする

本
人
支
援


